
大井分の白樺並木
晴天が広がり木の枝も凍る幻想的な朝。しばれた朝だけに現れ
る美しい景色です。
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Lady Farmer

くりやまの農家に嫁いで

農
家
の
嫁
と
し
て
感
じ
た

魅
力
を
伝
え
た
い

　

栗
山
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

す
。
土
地
や
気
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
農
畜
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は
、
町
内

で
生
産
さ
れ
た
米『
ゆ
め
ぴ
り
か
』

が
日
本
一
の
称
号
を
得
る
な
ど
栗

山
町
の
農
業
は
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
に
は
、
20
～
40
歳
代
の

若
い
農
家
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
集

ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
『
く
り
や
ま
農

業
女
性
塾
』（
以
下
、
女
性
塾
）
が

あ
り
ま
す
。
女
性
塾
は
町
外
か
ら

嫁
い
で
き
た
お
嫁
さ
ん
に
と
っ
て

貴
重
な
交
流
の
場
で
あ
り
、
情
報

交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
女
性
塾
で
は
、
町
外
の

農
業
関
連
施
設
な
ど
の
視
察
研
修

や
、
農
業
女
子
と
し
て
将
来
役
立

つ
基
礎
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
塾
生
た
ち
は

新
た
な
目
標
を
立
て
、
農
家
の
嫁

と
し
て
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
交
流

を
通
し
て
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い

る
も
の
や
生
産
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
暮
ら
し
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し

あ
っ
て
そ
れ
を
一
冊
の
『
く
り
や

ま
か
ま
ど
帖
』（
3
月
下
旬
完
成

予
定
）
に
お
さ
め
て
栗
山
の
魅
力

を
発
信
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

　

塾
生
一
人
ひ
と
り
が
栗

山
で
の
暮
ら
し
で
得
た
こ

と
や
、
自
分
た
ち
が
生
産

し
た
農
畜
産
物
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
な
ど
を
綴
っ
た
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　
「
か
ま
ど
」
と
い
う
言

葉
は
、
調
理
器
具
や
、
所

帯
（
家
庭
）
と
い
う
意
味

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
家

の
主
で
あ
る
夫
を
支
え
、

家
族
の
食
生
活
を
料
理
で

支
え
る
農
家
の
お
嫁
さ
ん

を
イ
メ
ー
ジ
し
「
く
り
や

ま
か
ま
ど
帖
」
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
し
ま
し
た
。

　

3
月
下
旬
の
発
行
を

目
指
し
て
現
在
も
編
集
中

く
り
や
ま
か
ま
ど
帖

と
は
？

【問い合わせ】農業振興公社（役場内）　☎ 73-2500

す
。
自
分
の
家
で
生
産
し
て
い
る

野
菜
を
使
っ
た
食
事
の
レ
シ
ピ

や
、
普
段
の
暮
ら
し
か
ら
気
づ
い

た
こ
と
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
生
き
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
気
づ
い
た　
　
　

栗
山
の
魅
力

　

栗
山
の
魅
力
っ
て
何
だ
ろ
う
？

長
い
あ
い
だ
住
ん
で
い
る
と
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
栗
山

の
良
さ
が
分
か
ら
な
く
な
る
時
が

あ
り
ま
す
。
農
家
の
お
嫁
さ
ん
は

町
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
方
も
多

く
、
農
業
に
関
係
の
な
か
っ
た
家

庭
で
育
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

塾
生
た
ち
も
、
こ
の
取
り
組
み

か
ら
感
じ
得
た
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
栗
山
や
農
家
の
魅
力
に
改

め
て
に
気
づ
く
機
会
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

で
す
。

　

完
成
後
は
次
の
と
こ
ろ

で
配
布
・
設
置
す
る
予
定

で
す
。

【
配
布
場
所
（
予
定
）】

・
役
場
（
産
業
振
興
課
）

・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
雨
煙
別
小
学
校  
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
スな

ど

く
り
や
ま
の

    　
  

　
　
　

に
嫁
い
で

農
家想いがたく

さんつまった

一冊に！
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Lady Farmer

くりやまの農家に嫁いで

工
藤
さ
ん
・
・
自
然
体
験
と
い
え

ば
小
学
校
の
授
業
で
田
植
え
体
験

を
し
て
い
る
こ
と
は
す
ご
い
よ

ね
。
田
植
え
は
私
だ
っ
て
し
た
こ

と
な
い
の
に
（
笑
）。
私
は
栗
山

を
出
た
こ
と
が
な
い
か
ら
栗
山
の

良
さ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
る
の

か
も
し
れ
な
い
な
。

井
澤
さ
ん
・
・
嫁
い
で
き
た
と
き

に
夕
日
が
す
ご
く
て
び
っ
く
り
し

た
。
実
家
の
富
良
野
は
山
に
囲
ま

れ
て
い
た
か
ら
こ
ん
な
に
き
れ
い

な
夕
日
見
た
こ
と
な
か
っ
た
。
写

真
を
何
枚
も
撮
っ
ち
ゃ
っ
た
。

山
田
さ
ん
・
・
私
は
大
変
そ
う
だ

か
ら
農
家
と
漁
師
の
家
に
は
絶
対

嫁
に
行
か
な
い
・
・
と
思
っ
て
い

た
。
ご
飯
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
と

き
に
庭
に
行
っ
て
新
鮮
な
野
菜
を

収
穫
し
て
料
理
が
で
き
る
。
こ

れ
っ
て
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
う
。

栗
山
に
住
ん
で
ど
ん
な　

魅
力
を
感
じ
る
？

八
森
さ
ん
・
・
栗
山
っ
て
食
べ
物

は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
春
に
白
鳥
や

渡
り
鳥
が
三
角
形
に
な
っ
て
飛
ぶ

姿
を
初
め
て
み
た
と
き
は
す
ご
い

と
思
っ
た
。
田
園
風
景
と
か
星
空

も
好
き
。
雨
煙
別 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
し
た
環
境

教
育
は
と
て
も
い
い
と
思
う
な
。

娘
も
自
然
体
験
学
習
が
大
好
き
。

農
家
の
嫁
に
な
っ
て　
　

感
じ
た
こ
と

山
田
さ
ん
・
・
こ
の
前
、
両
親

と
主
人
が
人
間
ド
ッ
ク
に
行
っ
た

ら
悪
い
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
け
ど

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
み
た
い
。
家

で
作
っ
て
い
る
玉
ね
ぎ
を
健
康
づ

く
り
に
い
か
さ
な
い
手
は
な
い
と

思
っ
て
、
玉
ね
ぎ
で
ペ
ー
ス
ト
を

作
っ
た
の
。
こ
れ
は
親
戚
の
人
も

血
糖
値
が
か
な
り
良
く
な
っ
た
み

た
い
。
お
う
ち
で
作
っ
て
い
る
も

の
が
皆
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
っ
て
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。

八
森
さ
ん
・
・
お
父
さ
ん
や
主
人

は
外
食
に
行
く
と
『
お
米
』
の
味

を
と
て
も
気
に
す
る
。
そ
う
い
う

の
を
見
て
い
る
と
や
っ
ぱ
り
プ
ロ

な
ん
だ
な
と
思
う
。
ふ
だ
ん
か
ら

大
事
に
育
て
ら
れ
た
も
の
ば
か
り

食
べ
て
い
る
私
っ
て
贅
沢
だ
と
思

う
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
子

ど
も
が
好
き
な
の
で
良
か
っ
た

な
。

井
澤
さ
ん
・
・
実
家
が
農
家
だ
っ

た
の
で
農
家
の
大
変
さ
は
よ
く
わ

漁師の町で育っ
たが縁あって栗
山 の 農 家 に 嫁
ぐ。自家製玉ね
ぎを使って健康
管理。二児の母

札 幌 で の 生 活 か
ら、農家の嫁へ。
栗 山 の 自 然 大 好
き。三児の母。

富 良 野 の 農 家 の
娘 と し て 育 ち、
縁 あ っ て 栗 山 の
農 家 に 嫁 ぐ。 一
児の母

生 ま れ も 育 ち も
栗 山 と い う 生 粋
の く り や ま 人。
三児の母

農業女性塾塾生募集 !

八 森 祐 希 さん（39 歳）
（札幌市出身）

山 田 美 穂 さん（39 歳）
（瀬棚町出身）

工 藤 幸 恵 さん（42 歳）
（栗山町出身）井澤紗裕理さん（27 歳）

（富良野市出身）

か
っ
て
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
は
子
ど
も
（
初
孫
）
を
と

て
も
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
の
で
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
・・
私
の
誕
生
日
は
ち
ょ

う
ど
収
穫
時
期
な
の
で
い
つ
も
忘

れ
ら
れ
る
。
で
も
雨
が
降
っ
た
時

は
皆
で
祝
っ
て
く
れ
る
の
で
う
れ

し
い
。
農
業
に
憧
れ
を
持
つ
人
が

増
え
て
い
る
の
で
農
業
を
す
る
人

が
増
え
れ
ば
い
い
し
、
栗
山
に
お

嫁
さ
ん
が
増
え
た
ら
い
い
な
。

　

農
家
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
『
く
り
や
ま
農
業
女
性

塾
』。
塾
生
は
町
内
外
か
ら
嫁
い

で
き
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

農
家
の
嫁
（
農
業
女
子
）
と
し
て

活
躍
す
る
4
人
の
塾
生
に
栗
山
の

魅
力
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

材料：玉ねぎ大 2 個（作りやすい分量）

①玉ねぎの皮をむく。※芽がある場合は
取り除くと苦みが減ります。

②半分に切り 6 等分くらいの大きさに切る。
③耐熱皿に重ならないように並べラップ

をする。
④電子レンジ 500W で 10 分加熱する。
⑤皿にたまった汁ごとミキサーに入れる。
⑥水 50cc を加え、ピューレー状になるま

でかくはんして完成！

　　　　 に　聞いてみた！

地域の仲間づくりや情報交換、
基礎学習、視察研修などをメイ
ンに活動しています。参加希望
の方は農業振興公社へご連絡く
ださい（1 期 2 年）

【問い合わせ】農業振興公社（役場内）　☎ 73-2500

山田さん家
ち

の玉ねぎペースト

冷蔵で１週間、冷凍で 2 カ月保存可能
製氷器に入れて冷凍すれば便利！
ドレッシングや納豆、卵かけご飯、焼き肉
のタレ、カレーなど色々使えます。

レシピ公開

ちょこっと

4 月から一緒に
活動しませんか？
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使用期間

支払い期

３月分
検針日

４
１

消費税率  ５％

４月から消費税率が５％から８％に改正されます。
町の使用料などについては上下水道料金が下記のと
おりに変わります。
また、そのほかの使用料などについては改定を行い
ません。

使用料などの扱いについて

4 月分 ５月分

４月分
検針日

５月分
検針日

消費税率  ８％

経過措置期間

※ 4 月１日以降に新規で上下水道の使用を始める場合、経過措置はありません。

口径
上下水道料金

10㎥ / 月 20㎥ / 月 30㎥ / 月

13 ミリ

変更前（5％） 5,350 円 10,096 円 14,968 円

変更後（8％） 5,503 円 10,385 円 15,396 円

影響額 153 円 289 円 428 円

20 ミリ

変更前（5％） 5,688 円 10,434 円 15,306 円

変更後（8％） 5,850 円 10,732 円 15,743 円

影響額 162 円 298 円 437 円

上下水道料
※水道料金と下水道の基本料金および水量料金の合算額

変更あり

おもに

一般家庭

おもに
・水圧を必要

とする家庭
・事業所など

・ごみにかかわる料金
・町営バスの運賃
・各種証明書（住民票・戸籍

謄本・所得証明など）
・給食費
・施設の使用料
・公営住宅の家賃　　　など

◆
投
票
で
き
る
方

　

４
月
６
日
現
在
、
満
20
歳
以
上

（
平
成
６
年
４
月
７
日
以
前
生
ま

れ
）
で
、
昨
年
12
月
31
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
町
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。
な
お
、
投
票
日
ま
で
に

他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
入
場
券

　

選
挙
権
の
あ
る
方
に
は
、
４
月

４
日
ご
ろ
ま
で
に
「
投
票
所
入
場

券
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
投

票
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
紛
失
や
当
日
忘
れ
た
方
は
、
投

票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
再
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
日
に
お
い

て
20
歳
未
満
の
方
は
、
期
日
前
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
の
期
間

４
月
２
日
㈬
～
４
月
５
日
㈯

○
期
日
前
投
票
の
時
間
・
場
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

町
選
挙
管
理
委
員
会
室
（
役
場

旧
庁
舎
１
階
）

◆
不
在
者
投
票

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
方

　

病
院
に
入
院
や
施
設
に
入
所
し

て
い
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
け
な

い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施

設
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

こ
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
仕
事
先
・
旅
行
先
で
の
不
在
者

投
票

　

仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
し

て
い
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
不
在
者
投
票
の
請
求
手
続
き

を
し
て
、
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど

の
交
付
を
受
け
、
滞
在
先
の
市
町

村
で
投
票
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
手
続
き
が
必
要
で

す
。
お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級（
両

下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
）、
１
・

３
級
（
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
内

臓
障
害
）、
１
～
３
級
（
免
疫

障
害
）
所
持
者

○
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分

が
、
被
保
険
者
証
要
介
護
５
の

方

◆
投
票
所

町
内
に
は
７
カ
所
の
投
票
所
が

あ
り
ま
す
。
投
票
所
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

投票所名 投票所の場所 対象地域
第１投票所 スポーツセンター 松風 3.4 丁目、中央 3.4 丁目、富士
第２投票所 総合福祉センター「しゃるる」 朝日 2 ～ 4 丁目､ 中里､ 湯地､ 共和 ( 一部 )

第３投票所 カルチャープラザ「Eki」 松風 2 丁目、中央 1 ～ 3 丁目 ( 一部 )、
錦 1 ～ 4 丁目、桜丘 1 ～ 3 丁目

第４投票所 雨煙別公民館 湯地 ( 一部 ) ､ 森、鳩山､ 雨煙別､ 北学田

第５投票所 角田農村環境改善センター 杵臼､ 旭台､ 共和､ 三日月､ 角田､
阿野呂､ 大井分

第６投票所 南部公民館 桜山､ 杵臼 ( 一部 )､ 南学田､ 継立､
日出､ 御園

第７投票所 円山地域文化センター 南角田、円山、滝下

【
開　

票
】

　
開
票
は
、
投
票
日
の
当
日
、

午
後
８
時
か
ら
栗
山
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

立候補予定者説明会

　■日　　時　町長選挙
　　　　　　　３月１３日㈭ １３：３０～
　　　　　　　町議会議員補欠選挙
　　　　　　　３月１３日㈭ １５：３０～
　　　■場　　所　役場新庁舎３階　第１会議室

　■問合わせ　町選挙管理委員会事務局　☎ 72-1362

栗
山
町
長
選
挙
お
よ
び

栗
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

町
長
の
任
期
満
了
（
４
月
11
日
）
に
伴
う
選
挙
お
よ
び
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙(

欠
員
１
名)

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た

の
１
票
を
生
か
す
た
め
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

投票日は４月６日（日）です

投票時間は７: ００～１９：００
告示日　　4 月 1 日（火）

4 月から消費税率が８％に改正



　町では平成 26 年度、最上位計画とな
る総合計画をはじめ、まちづくりの基
本的な方針を定める各種計画の策定・
見直しを進めます。段階に応じて随時
情報を公開し、町民の皆さんが参加で
きる機会を提供していきます。

①栗山町第６次総合計画の策定 町が進めるさまざまな政策の根拠となる最上位計画です。まちづく
りの基本方針、重点政策などを定める８年の「基本構想」と、産業・
福祉・教育・生活環境など、各分野の政策を定める「基本計画（前
期４年・後期４年）」で構成されるものです。

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

・アンケート
　（町民全戸対象）

・懇談会での意見聴取

②栗山町健康増進計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

策定委員会設置（５月）  ・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など健康意識に関するアンケート

国が定める健康増進法に基づき、町民の一人ひとりがそれぞれの望
む「健康」を得ることができるように健康づくりを支援し、それを
継続できるための環境を整えることを目指す計画です。

①栗山町地域公共交通活性化協議会
■協議内容　・町民生活に必要なバスの運行などに関すること
　　　　　　・乗合旅客運送の態様および運賃・料金に関すること　など
■公募人数　２人　（総委員数 25 人）
■期　間　　平成 26 年４月１日～平成 28 年３月３１日　（２年間）
■会　議　　・年１回程度　（平日の昼間開催を予定、60 分程度）
　　　　　　・この会議は原則公開となります
■応募資格　①町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　②３機関以上の町の審議会・委員会などの委員になっている方は応募できません。
■応募期間　３月３日（月）～ 24 日（月）　必着
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・提出は郵送、FAX、E メールでも構いません。　＊申込書は返却しません。　　　
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウンロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談
■申込先・問い合わせ
　町経営企画課　地域政策グループ　☎ 73-7502　ＦＡＸ　72-3179
　Ｅメール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

②栗山町文化財保護委員会
■協議内容　・文化財の指定に関すること
　　　　　　・文化財の保存および活用に関すること　など
■公募人数　１人　（総委員数７人）
■期　間　　平成 26 年４月１日～平成 28 年３月３１日　（２年間）
■会　議　　・年４回程度　（平日の昼間開催を予定、120 分程度）
　　　　　　・会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります
■応募資格　①町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　②３機関以上の町の審議会・委員会などの委員になっている方は応募できません。
■応募期間　３月３日（月）～ 24 日（月）　必着
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・提出は郵送、FAX、E メールでも構いません。　＊申込書は返却しません。
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウンロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会　社会教育グループ　☎ 72-1117　ＦＡＸ　72-6522
　Ｅメール　syakaikyouiku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

「情報共有」と「町民参加」のまちづくりを目指しています。

あなたも参加できる！まちづくり

平成 26 年度  策定・見直し予定の
主なまちづくり計画

Plan

素
案
公
表

意
見
募
集

最
終
案

議
会
報
告

【計画期間：平成 27 ～ 34 年度】

まちづくり審議会・委員会【委員の公募】Meeting
町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を推進しています。

info

　　【地域公共交通活性化協議会とは？】
　　   買い物や通院など、町民皆さんの生活に必要なバスなどの公共交通について、効果的で効率的な運行を実現するた
　　   め、公共交通に関わるさまざまな方が集まり協議する団体です。

　　【文化財とは？】
　　 文化財とは、文化財保護法に規定する有形文化財、無形文化財、民俗文化財及び記念物をいい、栗山町では、
　　 小林酒造酒蔵群が国の登録文化財、泉記念館や栗山親子獅子舞などが栗山町指定文化財となっています。

最
終
案

議
会
提
案

総合計画審議会設置（７月）

素案公表

調
査
結
果

の
公
表 審議 / 議決（本計画は議決対象）

⑤栗山町住生活基本計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

町の住宅・住環境のビジョンの確立とその実現のため具体的な政策
を定めることにより、栗山町らしい住宅・住環境づくりを目指す計
画です。

策定町民委員会設置（６月） アンケート
（町民 1,000 人対象）

最
終
案

議
会
提
案

【計画期間：平成 27 ～ 36 年度】  

調
査
結
果

の
公
表

・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など

素
案
公
表

意
見
募
集

④第６期栗山町高齢者保健福祉計画
　・介護保険事業計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など

最
終
案

議
会
報
告

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を営むことができるよう、
介護、医療、生活支援など一体的なサービスを提供していくための
計画です。

【計画期間：平成 27 ～ 29 年度】  

素
案
公
表

意
見
募
集

策定委員会設置（６月） 調
査
結
果

の
公
表

高齢者実態調査（アンケート）実施

③栗山町障がい者福祉計画
　・障がい福祉計画の見直し

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

見直し委員会設置 ・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など関係団体との意見交換など

障がいのある方が住みなれた地域の中で、より豊かで生きがいのあ
る生活を送れる “ 共に生きる社会 ” の実現のため、自立した社会生
活や社会参加ができるよう総合的に支援する仕組みや体制を築くた
めの計画です。

素
案
公
表

意
見
募
集

最
終
案

議
会
報
告

調
査
結
果

の
公
表

【計画期間：平成 27 ～ 34 年度】  

【計画期間：平成 27 ～ 29 年度】  

◆問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ
☎ 73-7502
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古　野　憲次郎
福　永　　　力
藤　原　東　峰
八木橋　義　則
高　畑　芳　行
椛　澤　忠　彦
𠮷　本　信　昭
渡　辺　　　満
秦　　　則　行
畑　　　和　孝
小　谷　　　博
佐　藤　一　英
河　合　榮　三
幅　崎　文　雄
吉　田　義　人
新　井　義　澄
中　井　繁　好
長谷川　　　誠
久　保　則　之
北　村　正　信
山　口　　　博

（敬称略）

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所
の

小
針
一
人
で
す
。

日
ご
ろ
よ
り

当
青
年
会
議
所

の
運
動
・
事
業

に
対
し
ま
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
形

で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
と

い
う
未
来
を
創
造
す
る
た
め
日
々
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
目
的
実
現

の
た
め
に
は
メ
ン
バ
ー
の
資
質
向
上
も

お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

運
動
・
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
メ

ン
バ
ー
間
で
意
識
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

最
も
大
切
な
も
の
は
目
標
を
実
現
し

た
い
と
い
う
「
想
い
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
「
想
い
」
を
形
に
変
え
る
た
め
の

行
動
力
と
、
目
標
を
決
め
た
ら
必
ず
成

し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
意
思
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
行
動

で
き
る
メ
ン
バ
ー
へ
と
成
長
す
る
た
め

に
、
こ
の
３
月
に
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
を
対
象
と
し
た
会
員
研
修
事
業
を

行
い
ま
す
。

青
年
会
議
所
は
、「
奉
仕
」「
修
練
」「
友

情
」
を
３
信
条
に
掲
げ
、ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ

り
ま
す
の
で
、
研
修
事
業
で
受
講
し
た

も
の
を
各
メ
ン
バ
ー
が
吸
収
し
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
自
分
自
身
を
さ
ら
に

成
長
さ
せ
、
こ
の
地
域
に
発
信
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 �

こ
ん
に
ち
は
！

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
成
長
す
る
た
め
に

 

犬
の
登
録
は
お
済
で
す
か
？

現
在
も
小
型
の
室
内
犬
ブ
ー
ム
が
続
い
て

い
ま
す
が
「
室
内
で
飼
う
か
ら
狂
犬
病
に
は

か
か
ら
な
い
」
と
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

犬
の
登
録
は
、
小
型
犬
で
あ
ろ
う
と
大
型

犬
で
あ
ろ
う
と
犬
を
飼
う
人
の
義
務
で
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の
犬
は

市
町
村
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
生

涯
一
度
で
す
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
4
月
中
旬
に
町
内
を
巡
回
し
な
が

ら
狂
犬
病
予
防
注
射
と
、
犬
の
登
録
を
受
付

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
新
規
登
録

登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す

■
そ
の
他
、
届
出
が
必
要
な
事
例

◎
登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
場
合（
死
亡
届
）

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
へ
転
出
す
る
場

合
（
変
更
届
）
※
新
住
所
地
の
窓
口
へ
本

町
の
犬
鑑
札
票
持
参
し
、
新
住
所
地
で
新

た
な
犬
鑑
札
を
受
理
願
い
ま
す
。

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
内
転
居
し
た
場
合

（
変
更
届
）

◎
登
録
し
た
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

（
変
更
届
）

※
変
更
届
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
届
出
も
可
能

 

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
を
！

犬
の
散
歩
中
、
飼
い
主
と
し
て
正
し
い
マ

ナ
ー
を
実
践
し
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
に
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
心
無
い
方
が
い
ま
す
。
町
民
か
ら

は
、
フ
ン
の
放
置
や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
一
員
で
あ
る
可
愛
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
フ
ン
を
放
置
す
る
と
周
囲
の
人
を
困
ら

せ
、不
愉
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

犬
に
オ
シ
ッ
コ
を
自
由
に
さ
せ
ま
す
と
不
衛

生
で
あ
り
、
元
気
に
外
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
の
環
境
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
ワ

ン
ち
ゃ
ん
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
オ

シ
ッ
コ
も
犬
の
主
動
で
あ
ち
こ
ち
に
マ
ー
キ

ン
グ
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
散
歩
前
に
自
宅

で
済
ま
せ
る
習
慣
に
仕
向
け
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。
散
歩
時
に
は
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
持
参
し
、
万
が
一
、
他
人
の
家

の
門
柱
な
ど
に
排
尿
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
で
は
な
く
、
必

ず
水
で
洗
い
流
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

松風第一

松風第二

寺 町

松風本町

松風第五

松風第六

松風第七

松風第八

松風第九

二 区

三 区

四 区

五 区

六 区

七 区

八 区

九 区

十 区

十 二 区

北 区

西 区

斎　藤　優　子
太　田　欣　仁
髙　倉　　　淳
木　藤　　　清
村　上　勝　彦
畠　山　和　久
砂　田　正　樹
北　野　春　男
前　田　政　和
梅　津　彌須治
古　林　義　弘
吉　井　光　博
楢　﨑　忠　彦
古　野　廣　子
得　地　辰　則
今　井　　　實
今　　　國　和
圓　成　應　一
西　村　隆　久
北　間　則　之
玉　川　繁　之

南

山 の 手

桜 丘

松 栄

中 央

朝 日

朝日四丁目

栗山農事

中里団地

睦

新 里

と き わ

湯地中央

ふ じ 団 地

みなみ中里

青 葉

道 栄

富 士

中 里

湯 地

森

鳩 山

雨 煙 別

緑 丘

北 学 田

桜 山

杵 臼

旭 台

共 和

三 日 月

阿 野 呂

大 井 分

南 学 田

御 園

南 角 田

円 山

東 山

滝 下

角田町内会連合会

継立町内連合会

日出連合町内会

瀬　尾　正　樹
小　泉　弘　人
小　林　利　衛
北　村　静　夫
金　丸　公　雄
嶋　　　定　二
髙　野　一　裕
亀　田　　　博
田　中　正　夫
堀　江　一　久
白　井　一　也
元　木　　　斎
青　山　正　志
斉　藤　幸　博
大久保　明　義
川　瀬　昭　典
亀　田　　　孝
市　川　耕　一
木　内　勲　雄
草　間　真　性

平成 26 年　新しい町内会長・自治会長が決まりました。
～１年間よろしくお願いします～
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一
昨
年
の
リ
ー
グ

制
覇
か
ら
一
転
、
昨

年
は
リ
ー
グ
最
下
位

に
甘
ん
じ
た
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
我
ら
が
栗

山
英
樹
監
督
。「
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
栗
山
の
会
」
で
は
札

幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る 

オ
リ
ッ
ク
ス
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
戦
を
応
援
す
る
た
め
、
バ
ス
観

戦
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

栗
山
町
の
栗
山
監
督
を
町
民
あ
げ
て
応
援

に
行
き
ま
し
ょ
う
！

◆
日　

時

３
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
試
合
開
始

◆
観
戦
場
所

札
幌
ド
ー
ム
Ａ
指
定
席
３
塁
側
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

◆
参
加
費

１
人　

５
０
０
０
円
（
非
会
員
大
人
）

※
チ
ケ
ッ
ト
・
交
通
費
を
含
み
ま
す

◆
集
合
場
所
・
出
発
時
間

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

午
前
11
時
（
午
前
10
時
30
分
受
付
開
始
）

◆
定
員　
　

60
人
（
先
着
順
・
要
申
込
）

◆
締
切
り　
　

３
月
10
日
㈪　

※
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援

す
る
栗
山
の
会
で
は
、
開
幕
戦
以
外
に
も

バ
ス
ツ
ア
ー
や
、
室
内
観
戦
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
の
優
先
権
な

ど
の
特
典
の
あ
る
会
員
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援

す
る
栗
山
の
会

　

会
長　

高
杉　

文
浩

　

☎
０
９
０
（
８
７
０
６
）
３
８
４
９

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

応
援 

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者 

募
集

シーズン開幕‼



近
視
が
出
て
き
た
か
ら
視
力
が
低
下
し
た

と
思
っ
て
眼
科
を
受
診
せ
ず
、
メ
ガ
ネ
店
で

メ
ガ
ネ
を
作
っ
て
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
実
は
大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

ヒ
ヨ
コ
に
片
目
だ
け
近
視
の
メ
ガ
ネ
を
つ

け
さ
せ
て
飼
育
す
る
と
そ
ち
ら
が
近
視
に
な

り
眼
球
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
簡
単
に
言
い

ま
す
と
、
近
視
で
な
い
目
に
近
視
の
メ
ガ
ネ

を
か
け
る
と
近
視
が
強
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
近
視
の
中
に
は
本
当
の
近
視
で
な
い

「
仮
性
近
視
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
眼
球
が
大
き
く
な
ら
ず
に
、
眼
内
の

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
の
に
使
う
筋
肉
で
あ
る

毛
様
筋
が
、近
く
を
み
る
の
に
緊
張
が
続
き
、

け
い
れ
ん
を
お
こ
し
動
か
な
く
な
る
状
態
で

す
。（
調
節
痙
攣
と
い
い
ま
す
）
こ
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
は
メ
ガ
ネ

店
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
は

眼
科
で
眼
底
検
査
を
し
て
調
べ
な
く
て
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
視
力
低
下
で
す
ぐ

に
メ
ガ
ネ
店
に
行
っ
て
メ
ガ
ネ
を
作
る
と
本

当
の
近
視
で
な
か
っ
た
の
に
、
本
当
の
近
視

を
作
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

★
眼
帯
を
付
け
る
と
き
も
注
意
が
必
要

小
学
生
の
低
学
年
の
時
に
、
た
と
え
ば
、

も
の
も
ら
い
が
で
き
た
り
充
血
し
た
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
片
目
に
眼
帯
を
す
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
小
学
校
の
高

学
年
に
な
る
ま
で
に
、
目
と
脳
の
連
携
が
訓

練
さ
れ
完
成
す
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
期
に
眼
帯
を
す
る
と
そ
の
訓
練
が
妨
害

さ
れ
、
視
力
の
発
達
を
阻
害
し
ま
す
。
つ
ま

り
は
、
弱
視
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
ヒ
ヨ
コ
の
片
目
を
ふ
さ
い
で
飼

育
す
る
と
そ
ち
ら
の
目
が
大
き
く
な
り
近
視

が
発
生
し
て
進
行
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
事

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の

低
学
年
で
の
眼
帯
は
特
別
な
理
由
が
な
い
限

り
は
大
変
危
険
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
ゲ
ー
ム
と
近
視
の
進
行
予
防

さ
て
、
眼
科
医
で
あ
る
僕
の
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
に
関
し
て
は
任
天
堂

D
S
は
与
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
時
々
、
携

帯
電
話
に
つ
い
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間
で
や
め
さ
せ
ま

す
。
も
っ
ぱ
ら
ゲ
ー
ム
は
W
i
i
を
テ
レ

ビ
か
ら
３
ｍ
く
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
で
30
分

と
決
め
て
や
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
視
力
は
良
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
書
道

や
そ
ろ
ば
ん
を
習
わ
せ
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と

い
え
ば
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
く
ら
い
で
す
。
水

泳
は
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
近
視
の
発

生
は
あ
り
う
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発
生
し
た
近
視
の
進
行
を
予
防
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
で
す
が
、

○
小
学
生
か
ら
遠
近
両
用
メ
ガ
ネ
を
つ
か
っ

た
り
、
遠
近
両
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を

使
う
。

○
寝
て
い
る
間
に
使
用
す
る
近
視
矯
正
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
う
（
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト

ロ
ジ
ー
）。

○
調
節
麻
痺
剤
の
点
眼
を
使
う
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
日
本
で
は
あ
ま
り
、
実
施
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
レ
ー
シ
ッ
ク
と
い
う
近
視
矯
正

の
レ
ー
ザ
ー
治
療
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う

か
？
と
い
う
質
問
も
よ
く
受
け
ま
す
が
、
近

視
が
進
行
す
る
年
代
に
レ
ー
シ
ッ
ク
を
行
う

と
再
度
近
視
が
進
行
し
て
視
力
が
低
下
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
勧
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

★
最
後
に
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て

最
後
に
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
関
し
て

で
す
が
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
は
絶
対
に
お

勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

美
容
上
の
問
題
で
使
用
し
た
い
と
い
う
希

望
で
も
、
僕
は
処
方
し
て
い
ま
せ
ん
。
角
膜

に
到
達
す
る
酸
素
の
量
が
、
ど
う
考
え
て
も

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
で
は
悪
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
角
膜
の
中
に
あ
る
細
胞
は
、

減
少
し
た
ら
再
生
し
な
い
細
胞
（
角
膜
内
皮

細
胞
）
で
す
の
で
、
酸
欠
に
な
っ
て
弱
っ
て

し
ま
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
。
出
所
が
不
明

な
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
を
安
く
購
入
し
た

い
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
て
ト
ラ
ブ

ル
と
な
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
水
に
つ

け
て
保
存
し
て
い
た
ら
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
中

か
ら
色
が
染
み
だ
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
通
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
き
ち
ん
と
使
用
し

て
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
怪
し
い
コ
ン
タ
ク
ト

を
大
事
な
子
ど
も
に
使
用
さ
せ
る
の
は
、
大

変
危
険
な
こ
と
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

大
腸
が
ん
は
近
年
急
増
し
て
お
り
、
毎
年

４
万
人
以
上
の
人
が
、
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
女
性
で
は
部
位
別
死
亡
率
の
ト
ッ

プ
で
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
す
れ
ば
９
割
以

上
の
人
が
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
段
階

で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
症
状
が
出
て
か
ら

で
は
遅
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
、
ま
ず
は
手
軽
な
「
大
腸
が
ん
検

診
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

◆
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
は

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

左
表
の
対
象
の
方
に
、
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
3
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
３
月
は
大
腸
が
ん
の
啓
発
月
間
で
す

町
で
は
大
腸
が
ん
検
診
の
啓
発
の
た
め
、

町
内
公
共
施
設
・
医
療
機
関
に
、
大
腸
が
ん

検
診
啓
発
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
設
置
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示
い
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
公
共
施
設
・
医
療
機
関
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
履
歴
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
受
け
忘
れ
の
無
い
よ
う
、
早
め

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
各
予
防
接
種
は
対
象
年
齢
を
す
ぎ
ま
す
と

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

種類 生年月日

大腸がん
（男・女）

乳がん
（女性のみ）

昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日
昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日
昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 38 年 4 月 1 日
昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日
昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日

子宮頸がん

（女性のみ）

平成  4 年 4 月 2 日～平成  5 年 4 月 1 日
昭和 62 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4 月 1 日
昭和 57 年 4 月 2 日～昭和 58 年 4 月 1 日
昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日
昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日

受
け
て
安
心　

が
ん
検
診
！

予防接種の種類 対象者 接種時期

麻しん・
風しん混合

（MR）ワクチン

1 期 満１歳～２歳
未満

２歳になるまで
の間

2 期
５歳以上７歳
未満で小学校
就学前１年期

3 月 31 日まで

二種混合
（ジフテリア・破傷風） 小学校６年生 3 月 31 日まで

四種混合
不活化ポリオ

追加
接種

生後 3 月～
90 月未満

初回接種３回目
終了後、１年か
ら１年半の間隔
をおいて

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

子宮がん
乳房がん

肝臓がん

大腸がん
胃がん

気管・気管支
および肺がん

（人）

昭
和
25
年

昭
和
55
年

平
成
12
年

平
成
24
年

がんの主な部位別死亡者数の年次推移

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
～

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
事
業
へ

の
参
加
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
素

敵
な
賞
品
と
交
換
で
き
る
事
業
で
す
。

昨
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
く
り

や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
栗
夢
プ
ラ
ザ
の

商
品
と
交
換
で
き
る
こ
と
で
、
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ

ン
ト
・
賞
品
交
換
券
の
期
限
は
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
を
す
ぎ
ま
す
と
、
交
換
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
て
い
る
方
、
賞

品
交
換
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
交
換
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

家族で増やそう元気な

からだとマイレージ！
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ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

近
視
に
つ
い
て
②

健康のコラム
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▪ がん検診無料クーポン券対象年齢

▪ 忘れやすい予防接種

栗山さいとう眼科　院長 齋藤　秀文　

厚生労働省「2012 年人口動態統計」より



北海道日本ハムファイターズの栗山英樹監督が１
月 28 日、角田小学校や継立小学校などをサプライズ
訪問しました。事前に知らされていなかった子どもた
ちは突然の訪問に大喜び。栗山さんは子どもたちの教
室をまわり声をかけたり、体育館で一緒になってバス
ケットボールをしたりして子どもたちと交流しまし
た。北海道介護福祉学校では『職業人としての覚悟』
と題し講演。栗山さんは学生たちに信念を持つことの
大切さを伝えました。

栗山監督がサプライズ訪問
小学校などで子どもたちと交流

フットサルで全道優勝
サンクＦＣが 8 月の全国大会に出場決定

帯広市で 1 月に行われた全道ユースフットサル選手
権大会で、町内の NPO 法人サンクスポーツクラブの
高校生選手で組織する「サンク FC くりやま U － 18」
が見事優勝し、全国大会への出場切符を手にしました。
鈴木貴浩監督と選手 15 人が 2 月 3 日、役場を訪れ椿
原紀昭町長と鈴木紀元教育長に報告。椿原町長の激励
に対し、キャプテンの鈴木大貴（17 歳）さんは「練
習を重ね、8 月の全国大会では優勝目指します」と決
意を話してくれました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

本格的な家具作りに挑戦
手づくり木工教室

栗山町で活動する芸術家たちが集まり運営する、く
りやまアートギャラリー「Kiroru」で手作り木工教室
が開かれました。湯地で家具工房「森巣」を営む家具
職人の宮本秀仁さんが、本格的な家具作りを楽しんで
もらおうと企画。重厚なナラ材を使い幅 90 センチ奥
行 50 センチほどのシンプルな木の机を 3 日間かけて
完成させる教室で、初日の 2 月 8 日、参加者は宮本さ
んが見守る中、工具を使って木材に穴をあけたり天板
部分をはり合わせたりしました。

NPO 法人雨煙別学校主催の「里山の歴史と食文化塾」
が 2 月 22 日と 23 日に開催されました。栗山町の歴
史的建造物についての講演や、ミシュランガイド北海
道で一つ星の「味

あ じ ど こ ろ

道広路」のお昼御飯、酒蔵に伝わる
幻の美酒鍋の試食会など、おいしいものと、楽しいこ
とがたくさんの 2 日間を参加者 20 人は満喫しました。
札幌市から参加した近藤真弘さんは「味道広路さんの
昼食は、里山の季節が感じられてとても良かった。」と
話していました。

栗山町 検索

腕を磨いてと竹刀を寄贈
栗山工業団地企業協議会

栗山工業団地企業協議会（松原正和会長）が、2 月
12 日、剣道スポーツ少年団へ練習用の竹刀 16 本を贈
りました。同協議会は会員数 22 社で構成され、昭和
56 年に設立。青少年育成のためにと、これまで町内の
スポーツ少年団へ道具を贈るなどの支援を続けてきまし
た。松原会長は「この竹刀を使って腕を磨いてください」
と団員に竹刀を手渡すと、主将の生駒泰貴さん（栗山小
6 年）は「この竹刀でたくさん練習して試合で勝てるよ
うになりたいです」と感謝していました。

中里の藤柳乙
お と じ

二さん（88 歳）が、高齢者叙勲の旭
日単光章を受章され 2 月 13 日、役場応接室で伝達式
が行われました。藤柳さんは、円山で家業の藤柳商店
の代表を務める傍ら、昭和 54 年から町議会議員を 3
期 12 年務められ、栗山町のまちづくりのためご尽力
されてきました。椿原紀昭町長から「おめでとうござ
います」と書状や勲章を伝達された藤柳さんは、背筋
を伸ばした凛々しい姿で「ありがとうございます」と
お礼を述べていました。

全町スキー大会
伝統ある 60 回目の大会で 1 秒を競う

全町スキー大会（栗山スキー連盟主催 : 松原正和会
長）が 2 月 8 日、町スキー場で開催されました。今年
で 60 回目をむかえた伝統の大会は、町内の幼児から
中学生まで 58 人が参加し男女別と学年別に設定され
たクラスごとにタイムを競いました。この日はマイナ
ス 20℃を下回る厳しい冷え込みとなりましたが、子
どもたちは寒さにも負けず元気いっぱい。澄みきった
青空が広がる中、父母の声援を受けながら力強いすべ
りを披露していました。

ＪＡそらち南がお米を寄贈
おいしい減農薬米を学校給食用に

子どもたちに地元で生産した安心で安全な米を食べ
てもらおうと、ＪＡそらち南（大友伸彦組合長）が１
月 30 日、学校給食で使われる米の半年分に相当する、
減農薬米の『ななつぼし』4.5 トンを町に寄贈しました。
そらち南減農薬米生産組合（瀬尾正樹組合長）が生産
した減農薬米は、畔に害虫が近づきにくいハーブを植
えるなどして農薬の使用を抑えています。大友組合長
は「子どもたちに、安心・安全でおいしい減農薬米を
食べてもらいたいです」と話していました。

高齢者叙勲を受章
富士の藤柳乙二さん

里山の歴史と食文化塾
おいしいものと楽しいことが満載
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春待ちゆっくり市
期間／ 3月14 日㈮
　　　18：00 ～ 20：00
楽しいイベント企画中です！豪華景
品盛り沢山！ご家族お揃いでぜひ遊
びに来てください！！

牛田克彦版画展
版画にみるふるさとの昔の暮らし
期間／ 3月5 日㈬～ 23 日㈰
昔の生活の様子や子どもの遊び、農
業や交通などの版画作品を展示しま
す。

大好評！手打ちそば
日時／ 3 月 7日㈮・14日㈮・21日㈮
　　　・28日㈮
　　　 11：30 ～ 12：30

街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

町住民福祉課
福祉・子育てグループ

☎73- 2222

ま ち の ひ ろ ば

3 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】栗山消費者協会　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより 3 月号　vol.72

数カ月にわたり事業者が何度も訪れ、次々と高額な
商品を買わされた、という相談が寄せられています。

■消費生活相談室での相談事例
高齢の母が家に一人で居るところ、訪問販売事業者が母へ強引に
寝具商品を勧め、母は分割支払いで契約してしまった。数カ月後
には、別の事業者が訪れ今度は現金で購入してしまった。これま
で払ったお金や、分割支払いの残金をどうにかできないか。

　

町
で
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
育
児

負
担
や
不
安
感
を
軽
減
す
る
た
め
、
子
育

て
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
大
好
き
な
方
、
子
育
て
し
て
い
る
家

庭
を
応
援
し
た
い
方
、
子
育
て
に
ち
ょ
っ

と
一
息
つ
い
た
先
輩
マ
マ
さ
ん
な
ど
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
内
容
は
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
1
2
8
0

 

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー

　

子
育
て
中
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど

も
の
世
話
や
掃
除
、
調
理
の
下
準
備
な

ど
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
は
妊
婦
さ
ん
へ
の
お
手
伝
い

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

クーリング・オフの適用は困難ですが、強引な販売手法や購
入者の判断力不足などから、それぞれの事業所と協議し残金
の債権放棄や相談者宅での訪問販売をしないと書面で確約を
とりました。判断力が不十分な高齢者などを狙い、本人は騙
されていることに気づかないケースも多くみられます。身近
な人による見守りが被害を最小限にします。

■結果・消費者へのアドバイス

  

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ち
い
さ
い
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
し
て

遊
び
た
い
な
ど
、
子
ど
も
が
大
好
き
な

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
内　
　

容

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
育
児
サ
ー
ク

ル
が
実
施
す
る
子
育
て
関
係
行
事
の
際

の
託
児
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど

■
資
格
要
件

町
内
に
在
住
の
方
か
、
町
内
に
お
勤
め

の
方
で
地
域
に
お
け
る
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
意
欲
の
あ
る
方

も
サ
ー
ビ
ス
に
加
わ
り
ま
す
。

■
内　
　

容

◎
お
む
つ
交
換
、
沐
浴
、
お
子
さ
ん
の
お

世
話

◎
簡
単
な
家
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
料
理
の

下
準
備
）
や
外
出
の
付
き
添
い
な
ど

■
資
格
要
件

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
資
格
を
保
有

　

　

昭
和
50
年
か
ら
38
年
間
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
日
ま
で
元
気
な
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
そ

の
幕
を
閉
じ
、
4
月
か
ら
は
「
継

立
ま
つ
ば
保
育
園
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
継
立
保
育
所
に
ゆ
か

り
の
あ
っ
た
方
々
と
歴
史
や
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

地
域
に
支
え
ら
れ
て
38
年

継
立
保
育
所
閉
所
式

なかよし動物園 

厳しい寒さも少しずつ和らいできましたね。なかよし動物園の動物た
ちも春の訪れを楽しみにしています♪
ポニーのさくらとマロンは運動不足を解消するため飼育員が雪かきを
した運動スペースで散歩をしていますが、春になって広いスペースで
動き回れるようになるのを楽しみにしています♪
シカのたいし君は、冬から春の間に角が抜け落ちるので、開園して皆
さんに会えるころには角がなくなっていると思います。角は秋に向け
てまたぐんぐん伸びるので楽しみにしていてくださいね♪

ウサギたちは寒さが厳しい間はお互いの身体を
くっつけて温めあいます。写真でその様子をお
届けしたかったのですが、飼育員が近づくとウ
サギたちは大喜びで寄ってきてしまい、なかな
かその様子を撮影させてくれません。ウサギた
ちも春が来て皆さんと触れ合える日を楽しみに
しています！春には子ウサギも仲間入りする予
定ですので、ぜひ、いらしてくださいね！

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
・

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募  集

寝具の次々販売

春が待ち遠しい動物たち

研修会のご案内
　子育てヘルパーや子育てボランティ
ア、またこのような活動に興味のある方
を対象にした研修会を開催します。年齢
ごとの発達や遊び、かかわり方をビデオ
を見ながら一緒に学んでみませんか。

子育て支援者のための研修

日　時　　３月 12 日水
　　　　　10：00 ～ 12：00
場　所　　町児童センター１Ｆ研修室
講　師　　元東京都中野区新井保育園　　
　　　　　　園長　斎  藤  章  子 さん

■参加を希望される方は・・
3 月 10 日 ㈪ ま で に 子 育 て 支 援 セ ン
ター☎ 72-1280 へ申し込みください。

◆
日
　
時
　
　

3
月
21
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

◆
場
　
所
　
　
継
立
保
育
所

【問い合わせ】継立保育所  ☎ 75-2032

くりやまギフトカード
プレミアム付商品券販売
日時／ 3月8 日㈯　10：00 ～
１ｾｯﾄ 10,000 円を購入すると 1,000
円分のプレミアム※ 1 人 3 セット
まで（栗夢プラザ 400 セット・あ
けぼのストアー 50 セット・継立
セブンイレブン 50 セットを用意。
無くなり次第終了）

㈮
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

●必ずご相談ください！
　何らかの理由により納められない税金がある場合は、

放置せず必ずご相談ください。
● 23 日㈰は 8：30 ～ 12：00 に納税相談！
　他の方との重複を避けるためにまずはお電話を。

納税に関するご相談　町税金対策室   ☎ 73-7506

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

く
ら
し

特
別
冬
期
生
活
支
援
金
支
給

（
福
祉
灯
油
）

　

灯
油
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

次
の
低
所
得
者
世
帯
を
対
象
に
、
冬
期

生
活
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
　
　
象　

平
成
25
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
低
所
得
者
世
帯

①
ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
い
る
世
帯
）

②
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
重
度
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
社
会
福
祉
施
設
入
所

お
よ
び
長
期
入
院
者
は
対
象
外

◆
支
給
額　
　

１
世
帯　

1
万
円

◆
申
請
手
続
き

印
鑑
、
前
年
の
収
入
額
（
障
害
・
遺
族

年
金
、
恩
給
な
ど
含
む
）
を
証
明
で
き

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）、
灯
油
を
購
入

し
た
領
収
書
、
振
込
先
銀
行
の
通
帳

◆
申
請
期
限　
　
　

3
月
31
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
に
在
住
す
る
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
乳
幼
児
、
児
童
）
の
助
成

を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
発
達
支
援
利
用
者

◇
助
成
内
容　

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
分

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
係
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
ほ
か
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付

平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
分

（
下
期
分
）の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
　
　

４
月
7
日
㈪

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
通
院
費
を
助
成

特
定
疾
患
の
治
療
お
よ
び
人
工
透
析

（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療
機
関
に

通
院
）
の
た
め
通
院
さ
れ
て
い
る
方
に

通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
内
容　
　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
26
年
3
月
分

（
下
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
か

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
　
　

４
月
7
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

2
月
末
で
平
成
25
年
度
主
要
町
税
の

納
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
の

税
金
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
道
民
税
（
普

通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ

で
の
納
付
が
可
能
で
す
が
、
当
初
通
知

の
納
付
書
で
は
、
期
限
が
切
れ
て
納
付

が
で
き
な
い
税
が
あ
り
ま
す
の
で
、
銀

行
、
郵
便
局
、
役
場
窓
口
で
納
付
く
だ

さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
を
ご
希
望

の
方
は
、
使
用
可
能
な
納
付
書
を
再
発

行
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
税
金
対
策
室　

☎
�
7
5
0
6

国
税
の
申
告
・
納
付
は
　
　

お
済
み
で
す
か
？

◆
申
告
期
限

◇
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
17
日
㈪

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

3
月
31
日
㈪

◆
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

確
定
申
告
書
は「
前
年
の
申
告
書
控
え
」

や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参

考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合

印
鑑
、
前
年
の
申
告
書
控
え
、
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
年
、

税
務
署
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

申
告
し
「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
が
届
い

て
い
る
方
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ
も
必
要
）

◆
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
作
成

・
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
の
ほ
か
、

デ
ー
タ
を
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）

で
提
出
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す
！

　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
駐

輪
場
で
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
処
分
し
ま
す
。放
置
自
転
車
は
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
、
他
の

利
用
者
に
と
っ
て
迷
惑
で
す
。
次
の
保

管
期
限
ま
で
に
引
き
取
り
に
こ
ら
れ
な

い
場
合
は
処
分
し
ま
す
。

◆
保
管
期
限　
　
　

3
月
23
日
㈰
ま
で

◆
引
き
取
り
場
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
持
参
す
る
も
の　

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
自
転
車
の
利
用
者
を
確
認
で
き
る
も
の

（
防
犯
登
録
証
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

☎
�
3
3
3
3　
　

引っ越しをされる場合には、「水道使用中
止」のご連絡が必ず必要です。ご連絡がな
い場合には、水道が使用されているとみな
され料金のお支払をしていただくことにな
ります。住民票を異動しただけでは水道の
使用中止とはなりませんので、必ずご連絡
をお願いします。ご連絡は電話でも受け付
けしています。その際に、①氏名、②住所
③引っ越し先の住所、④連絡先をお伺いし
ます。水道は、お引越し当日までご使用に
なれますがご出発前には凍結などの事故を
防ぐため、必ず水落としをお願いします。

引っ越しをする場合には必
ずご連絡を

発
電
所
か
ら
の
放
水
に
ご
注

意
を
！

夕
張
川
に
あ
る
川
端
発
電
所
で
は
、

発
電
を
行
う
た
め
に
ダ
ム
の
水
を
川
へ

流
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
川
の
水
が
増

え
て
危
険
な
状
態
と
な
る
た
め
、
川
遊

び
や
魚
釣
り
な
ど
で
河
原
や
川
の
中
に

入
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

発
電
所
か
ら
川
へ
水
を
流
す
と
き
に

は
、ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
夕
張
川
発
電
管
理
事
務
所

☎
０
１
２
３（
５
７
）２
５
４
２

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
お
し
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
に
対
し
て
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま

で
の
期
間
の
1
回
に
限
り
健
診
費
用
の

一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。
健
診
費
用
や

健
診
の
内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１（
7
2
6
）0
3
5
2

●滞納処分を実施しています！
町では、税金を慢性的に滞納されている方に対して

「滞納処分」をしています。未納税の催告などに全く
無反応の場合、「銀行預金の調査」や「勤務先への給
与調査」を行い「預金」や「給与」などを差押えます。

March
3

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

19 広報くりやま   2014. 3 18



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
学
校
　
　

イ
グ
ル
ー
づ
く
り

◆
日

時

　

３
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場

所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物

弁
当
、
雪
遊
び
の
で
き
る
服
装
、
耳
を

カ
バ
ー
で
き
る
帽
子
、
長
靴
や
ス
ノ
ト

レ
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
、
ス
キ
ー
用
手
袋
、

予
備
の
手
袋
や
靴
下
、
シ
ャ
ツ

◆
対

象　
　
　

小
学
生
以
上

◆
定

員　
　
　

20
人

◆
参
加
費　
　
　

１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　
　
　

３
月
13
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
せ

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス　

☎
�
１
６
９
６

開
拓
記
念
館
収
蔵
品
展

◆
期

間　
　

３
月
1
日
㈯
～
30
日
㈰

※
毎
週
月
曜
日
と
25
日
㈫
は
休
館

◆
場

所　
　

開
拓
記
念
館
（
角
田
）

◆
入
場
料

　

小
・
中
学
生　
　

50
円（
町
内
無
料
）

　

高
校
生
・
一
般　

100
円

◆
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団
　
　

春
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

あ
た
た
か
い
春
の
陽
ざ
し
の
な
か
、

そ
よ
風
の
歌
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時　

3
月
29
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
か
ら

◆
場

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」ロ
ビ
ー

◆
主
な
曲　

世
界
が
一
つ
に
な
る
ま
で
、
ず
い
ず
い

ず
っ
こ
ろ
ば
し
、
春
に

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団   

代
表　

大
高

☎
�
7
2
9
7

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展

◆
期

間　

　

４
月
16
日
㈬
～
27
日
㈰
※
月
曜
日
休
館

◆
時

間　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

◆
場

所　
　

栗
山
町
図
書
館

◆
内

容

デ
ッ
サ
ン
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る

彫
刻
家 

二に

べ部 

黎れ
い

が
詩
画
集
「
星
の
仔

馬
」
の
た
め
に
制
作
し
た
エ
ス
キ
ー
ス

（
下
絵
）
を
展
示

◆
入
場
料　
　
　
　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
（
議
員

や
公
務
員
な
ど
を
除
く
）

※
応
募
方
法
・
選
考
方
法
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
人
数
　
　
　
　

5
人

◆
任

期　

7
月
か
ら
2
年
間
（
年
3
、
4
回
の
会

議
を
開
催
）

◆
報

酬　

　

1
日
に
つ
き
5
千
円
の
報
酬
と
旅
費

◆
応
募
締
切　
　
　
　

4
月
30
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１（
2
9
0
）5
6
0
1

　

町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
8

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
　

会
員
募
集

　

栗
山
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
会

は
、
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
が
気
軽

に
集
え
る
交
流
会
や
学
習
会
な
ど
年
間

を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

3
月
26
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る
中
ホ
ー
ル

◆
年
会
費
　
　 

　 

1
5
0
0
円

◆
問
い
合
わ
せ

☎
�
1
4
4
1 　

事
務
局　

柳

国
家
公
務
員
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

◇
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

４
月
1
日
㈫
～
8
日
㈫

◇
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

４
月
9
日
㈬
～
21
日
㈪

◇
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

６
月
23
日
㈪
～
7
月
2
日
㈬

【
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１（
２
４
１
）１
２
４
８

国 民 年 金
国民年金保険料の納付は、
便利・安心・確実・お得な口座振替で！

　国民年金保険料の納め忘れはありませ
んか？「忙しくて・・・」、「つい、うっ
かり・・・」といった理由でも保険料の
納め忘れがあると、将来受け取る老齢基
礎年金額が減額されたり、万が一のとき
の障害基礎年金や遺族基礎年金が受けら
れなったりする場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、
便利で安心、確実な口座振替をおすすめ
します。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農
協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金
庫で利用できます。申し込みの際は、通帳、
金融機関届出印を持参のうえ、町住民福
祉課住民・国保グループまたは口座振替
を希望される金融機関などの窓口にお申
し込みしてください。
　また、口座振替には、当月分保険料を
当月末に引き落とさせていただくことに
より月々 50 円割引される早割制度や、現
金納付よりもさらに割引額が多い 6 カ月
前納・１年前納もあり大変お得です。

平成 26 年 4 月からの保険料は次のとお
りです。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

納付方法 保険料額 割引額

毎月納付
現金・口座振替 15,250 円 －

口座振替早割 15,200 円 50 円

6 カ月前納
現金納付 90,760 円 740 円

口座振替 90,460 円 1,040 円

1 年前納
現金納付 179,750 円 3,250 円

口座振替 179,160 円 3,840 円

介護福祉学校で 3月期入試

募
集

催
し

無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
律
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

3
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

◇
3
月
12
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
3
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

相
談

【問い合わせ】
北海道介護福祉学校　☎ 72-6060

4 月入学の定員が達していませんので、3 月期
の入学試験を実施します。

願書受付期間 試験日 試験科目

3 月 7 日㈮まで
（消印有効） 3 月 15 日㈯ 作文、面接

開校以来就職率100％
予定されていた国家試験の義務
化が 1 年延期されました。今年
の入学生は卒業時に試験を受け
ずに資格を取得できます。

March
3

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

21 広報くりやま   2014. 3 20



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

青
木
う
め
子 

84 

1/13 

孝

只
木
厚
三 

83 

1/16 

本

人

大
坪
要
一 

95 

1/16 

昇

石
村
喜
代
司 

78 

1/17 

本

人

前
田
ト
モ
ヱ 

85 

1/18 

本

人

有
馬
金
三
郎 

77 

1/20 

本

人

井
内
ヒ
サ
子 

85 

1/23 

弘

奥
野
チ
ヱ 

92 

1/23 

軍

一

白
坂
ミ
ヨ 

95 

1/24 

本

人

大
浦
キ
ヨ 

101 

1/30 

眞

一

佐
藤
正
作 

85 

2/5 

本

人

能
渡
義
美 

83 

2/5 

本

人

嶋
田
富
美
子 

81 

2/8 

本

人

谷
澤
義
明 

88 

2/9 

久
住
八
郎

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

◆
日

時

　

４
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
0
時
30
分

◆
場

所　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　
　

20
歳
～
70
歳
の
方

◆
講

師　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋 

谷 
和 
子 
氏

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

◆
定

員　
　
　

10
人

◆
申
込
期
限　
　
　

4
月
７
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　
【
３
月
の
開
催
日
が
一
部
変
更
】

　

変
更
前　

３
月
11
日
㈫

　

変
更
後　

３
月
４
日
㈫

女
性
研
修
　
　
　
　
　
　
　

健
康
と
栄
養 

～
薬
膳
の
お
話
～

　

女
性
特
有
の
悩
み
な
ど
を
共
有
し
、体

質
に
合
わ
せ
、性
質
や
味
を
上
手
に
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日

時

　

３
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
参
加
料　
　
　

無　

料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

◎住民票、年金　　 ☎ 73-7509
◎ゴミについて　☎ 73-7511
◎水道料金　　   ☎ 73-7514
◎確定申告・町税  ☎ 73-7505
◎納税の相談　　☎ 73-7506

◎予防接種、健診  ☎ 73-2256
◎児童、障がい者福祉　☎ 73-2222
◎高齢者・介護　  ☎ 73-2255
◎公営住宅、町営バス、道路
　　　　　　　　 ☎ 73-7512

栗山町役場（代表）
　☎ 72-1111

くらし電話帳
平成 25 年度  ふるさと応援寄附

21,474,263 円
4/1 ～ 2/15 までの総数

3,836 件
【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

◆
持
ち
物　
　
　

筆
記
用
具

◆
対

象

町
内
各
団
体
に
所
属
す
る
女
性
・
町

内
在
住(

勤
務)

の
一
般
女
性

◆
定

員　
　
　

50
人

◆
申
込
期
限　
　
　

３
月
12
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者

安
全
衛
生
特
別
教
育
講
習
会

◆
日

時

3
月
7
日
㈮
・
8
日
㈯
（
全
2
日
間
）

午
前
9
時
～
午
後
8
時

◆
場

所

三
笠
市
民
会
館（
三
笠
市
幸
町
13
番
地
）

◆
受
講
料　

　

会　

員　
　

1
6
0
0
0
円

　

会
員
外　
　

1
8
0
0
0
円

　
（
テ
キ
ス
ト
・
終
了
証
交
付
代
金
含
む
）

◆
申
込
期
限　
　
　

3
月
4
日
㈫

※
申
し
込
み
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

林
材
業
労
災
防
止
協
会
岩
見
沢
分
会

　

☎
０
１
２
６
（
7
6
）
7
3
0
1

ご
厚
意

     ■ 次号「広報くりやま 4 月号」の原稿締切は 3月14日㈮まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
島
央ひ

ろ
と都 

1/10

小
針
魁か

い
じ仁 

1/21

國
田
睦む
つ
き貴 

1/28

安
藤
希き

ら星 

2/5

清

賢

美

織

一

人

寛

子

貴

俊

ち
ひ
ろ

一

也

友

紀

お
め
で
た松

風
３

錦

３

朝
日
３

松
風
２

お
く
や
み円

山

朝
日
４

南
角
田

錦

３

角

田

日

出

北
学
田

杵

臼

日

出

湯

地

朝
日
４

富

士

中

里

朝
日
４

　
町
　
　
へ

【
金
一
封
】

◆
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て

◇
大
坪　

昇
さ
ん
（
南
角
田
）

◆
教
育
寄
附
金
（
学
校
給
食
用
賄
材
料
）

と
し
て

◇
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
（
大
友
伸
彦

代
表
理
事
組
合
長
）

　　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
大
坪　

昇
さ
ん
（
南
角
田
）

　
泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
く
す

り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

講
習

指揮 / 佐藤 俊太郎

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
尾
江　

弘
二
さ
ん
（
雨
煙
別
）

楽しく体験 ‼「町民ふれあい講座」 
【場所・申込先・問い合わせ】カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

一枚の紙から無限の可能性を生み出す折り紙。
作品は、子どもの日にちなんで五月人形の「兜」
を楽しみながら 作ります。

大人の折り紙講座

■日　時　 3 月 19 日水

　　　　　13：30 ～ 15：30
■持ち物　 薄手木綿手袋またはタオルハンカチ、 

エプロン、作品持ち帰り用袋、眼鏡
■講　師　 カービング教室リラ
　　　　　　主宰 　八木原まき子 さん

受講料 500円（材料費含む）

受講料 500円（材料費含む）

社会教育施設指定管理者
株式会社　日東総業主催：

各講座は 3 月 15 日㈯までに申し込みが必要です。

■日　時　 3 月 26 日水

　　　　　13：30 ～ 15：30
■持ち物　 はさみ、のり、筆記用具 、手拭き、

作品持ち帰り袋
■講　師　 日本折紙協会　加藤啓子さん

ソープカービング講座
カービングとは彫刻のこと。ナイフ一本で果
物・野菜・固形石鹸に花模様を彫刻するタイの
伝統工芸。香りの良い石鹸を用いての初心者向
け講座です。

〔第１部〕俊太郎×札響、クラッシックの名曲集
　モーツァルト　歌劇「魔笛」序曲
　シューベルト
　交響曲第７番ロ短調Ｄ759「未完成」

〔第２部〕行進曲集
　メンデルスゾーン
　劇附随音楽「真夏の夜の夢」より
　結婚行進曲
　ヴェルディ
　歌劇「アイーダ」より凱旋行進曲ほか

◆入場料
　大　人　当日2,500円（前売2,000円）
　小　人（高校生以下）当日    700円（前売500円）
◆前売券取扱所

カルチャープラザ「Eki」・総合福祉センター「しゃる
る」・角田農村環境改善センター・継立南部公民館・白
光堂楽器店ほか

◆主催　札響ひなまつりコンサート実行委員会
◆問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ　☎72-1117
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冬の暮らしを学ぶ＊東海大環境保全演習

東海大学教養部自然環境課程（湘南キャンパス）の2年生
14人が、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスを拠点に

フィールドスタディツアー環境保全演習を行いました。6年目と
なる今回は「持続可能な都市農村交流を目指した若者向け参加
企画」をテーマに、自然環境や農業と他の分野との連携につい
て学びました。埼玉県出身の荒木莉紗さんは「雪の下に貯蔵さ
れていた大根を食べたら、リンゴのような甘さでびっくりしまし
た。スノーシュー体験や酒蔵見学など栗山ならではの体験がで
きて良かったです」と話していました。　　（２月１７～２０日）

冬を楽しむ＊アドベンチャースクール

栗山の冬の自然を楽しんでもらおうと、雨煙別小学校 コ

カ・コーラ環境ハウスを拠点に、1泊2日で青少年体験学

校「アドベンチャー・スクール2014」（町教育委員会主催）が

開催されました。町内小学生と青少年育成会ジュニアリーダー

の中学生、酪農学園大学の学生ら計37人が参加。参加者はイグ

ルーと呼ばれるかまくらを協力し合いながら作り上げました。

夜にはろうそくを灯したイグルーの中で仲間と語り合い、交流

を深めました。 　　　　　　　　　　         　（２月８日、９日）

グラウンドでスキーを＊ボランティア

横山工業株式会社（横山博幸代表取締役）と道央建設運輸

株式会社（熊谷博彰代表取締役社長）がタッグを組み、

栗山小学校のグラウンドでボランティア作業をしました。パワー

ショベルやホイールローダーを巧みに操り、約1時間でスキー学

習用の緩やかな斜面の雪山を作りました。栗山小学校の秋元修

司校長は「地元の企業に支えられて子どもたちはすくすくと育っ

ています。作っていただいた雪山は、低学年向けのスキー授業に

活用していきます」と話していました。　　　　 （１月２５日）

いじめをなくそう＊栗山子ども会議

町内の小学生から高校生までの13人が集まり栗山子ども

会議（町教育委員会主催）が開催されました。参加者

は、いじめを無くすためにそれぞれの学校で活動している事

例発表やグループに分かれて意見交換をしました。伍石春菜

さん（栗山高校2年生）のグループでは「相手の気持ちを考

えて接すること。一人で悩んでいる人がいたら声をかけるこ

とが大切」という意見がでました。話し合われた内容はまと

められ、町内学校に配布されます。　　　　　（２月１７日）

　

栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　

第
２
回
交
流
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

　
９
つ
の
少
年
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
の
交

流
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

少
年
団
の
交
流
を
目
的
に
、
少
年
団
を
バ

ラ
バ
ラ
に
分
け
て
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
る
チ
ー
ム
は
、
試
合
に
向
け
て
円

陣
を
組
ん
で
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
な
ど
、

試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
が
２

回
目
で
、
上
手
に
投
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
逃
げ
回
り
、

逃
げ
る
だ
け
で
も
ド
キ
ド
キ
し
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
を
家
庭
か
ら

　

防
ぐ
た
め
に
は
　

　
近
年
、
北
海
道
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
に
み

る
と
体
力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
文
部

科
学
省
が
出
し
て
い
る
子
ど
も
の
体
力
向
上

の
た
め
の
取
組
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と「
家

の
人
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
」「
ス
ポ
ー

ツ
を
観
戦
を
す
る
」と
答
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、
体
力
合
計
点
が
高
く
、
１
週
間
の
総
運

動
時
間
も
長
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
家
族
で
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を

お
勧
め
し
ま
す
。
縄
跳
び
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
公
園
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
水
泳
、

雪
合
戦
な
ど
季
節
に
合
っ
た
も
の
も
良
い
で

す
よ
ね
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は「
気
晴
ら
し
、
楽
し

み
、
遊
ぶ
」か
ら
き
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と

は 

「
遊
び
」 

で
あ
り
楽
し
む
も
の
な
の
で
す
。

学
校
の
部
活
で
あ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
す
の
で
あ
れ
、
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

我
が
町
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

　

楽
し
め
る
環
境
が
あ
り
ま
す

　
栗
山
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
７
種
目
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
サ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
団
体
が

行
っ
て
い
る
水
泳
教
室
や
ス
キ
ー
講
習
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

大
人
は
自
分
の
判
断
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
子
ど
も
は
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。
空
知
管
内
の
市
町
村
で
も
、

指
導
者
が
い
な
く
な
り
、
１
種
目
か
２
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
し
か
選
択
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
栗
山
町
は
、

熱
心
な
指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
に
理
解
の
あ
る

方
が
大
勢
い
る
の
で
、
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

スポーツ推進委員
杉本　真由美

スポーツ推進委員が行く 
栗山町スポーツ少年団本部
第２回交流のつどいに参加して

25 広報くりやま   2014. 3 24



　

栗
山
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
は
、

昭
和
61
年
に
発
足
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
リ
ン

グ
に
向
か
っ
て
、
空
中
戦
や
地
上
戦
が
絶

え
間
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
得
点

が
入
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
の
あ
る
競

技
で
す
。
栗
山
小
６
年
生
の
保
井
あ
か
り

さ
ん
と
保
護
者
、
指
導
者
か
ら
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

仲
間
と
う
ま
く
パ
ス
を
繋
げ
て
、
ゴ
ー

ル
を
決
め
た
と
き
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
母
に
勧
め
ら
れ

て
小
学
３
年
生
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　　

攻
撃
の
と
き
は
、
人
に
ま
か
せ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
た
め
、
も
っ
と
自
分
で
積
極

的
に
ゴ
ー
ル
を
狙
い
に
い
く
プ
レ
ー
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

基
本
的
な
運
動
能
力
の
向
上
、
あ
い
さ

つ
、礼
儀
、マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
、ル
ー

ル
を
守
る
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
、 

協
力

し
合
う
心
を
育
て
る
を
中
心
に
週
２
回
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
の
づ

ど
い
な
ど
少
年
団
本
部
事
業
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

連　載 　仲間と一緒に”からだ”と”こころ”を育てる場　  ＝スポーツ少年団訪問＝

栗山バスケットボール少年団
[設 立]　昭和６１年　　　　　　[練 習 会 場]　スポーツセンター、栗山小学校体育館  
[団 員 数]　　　５２人　　　　　　[会 費]　1,500 円 / 年
[指 導 者 数]　　　　９人　　　　　　[用 具 費]　シューズ 約 5,000 円、ボール 約 3,000 円
[対 象 学 年]　小学３年～６年生
[活 動 日]　水曜日（3.4年 16：30 ～ 18：30、5.6 年 17：30 ～ 19：00）、金曜日（17：30 ～ 19：00）

連絡先
　指導者　中野 和広
　☎ 72-6060（職場）

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は

　

喜
び
悔
し
さ
の
両
方
を
糧
に
頑
張
ろ
う

と
す
る
姿
勢
が
練
習
時
に
見
受
け
ら
れ
た

と
き
に
成
長
し
た
と
感
じ
ま
す
。
指
導
者

に
は
熱
心
な
指
導
と
愛
情
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
体
力

づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
基
本
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
を
学
び
、
自
ら
考
え
て

プ
レ
ー
し
、
そ
の
楽
し
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
的
に
は
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、

体
の
使
い
方
な
ど
の
基
礎
練
習
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仲
間
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
も

全
力
で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
選
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
楽
し
い
と
思
う
と
き
は

＝
指
導
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
選
手
に
育
っ
て
ほ
し
い

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
少
年
団
で
す
か

＝
指
導
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
か

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
成
長
し
た
と
感
じ
る
と
き
は

国際交流のつどい

3 月 23 日㈰  14：00 ～
栗山町総合福祉センター「しゃるる」大ホール

　栗山町国際交流センターでは、町内団体の海外
研修事業や、国際交流事業の町民報告会を行いま
す。どなたでも自由にご参加いただけますので、
皆さまぜひお越しください。
14：00 ～ 15：30　海外研修報告会
報告者：栗山町４H クラブ・少年ジェット「希望の翼」
　　　  派遣団員ほか
15：30 ～ 16：30　交流会
参加者が国際交流について自由に会話を楽しむこ
とができるパーティーを企画しております。

問い合わせ　教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

栗山町国際交流センター主催

　経済的な理由により就学が困難な方に対して奨学

金を給付します。奨学金給付を希望される方は、お

問い合わせください。

■対 象
　栗山町の住民もしくは栗山高等学校の卒業者で

　高等専門学校の４・５年生、大学、大学院および

　専修学校の在学者および入学予定者。

■奨 学 金
　月額３万円給付（年４回支給）※返還の必要なし

■選 考 方 法
　運営委員会で選考の上、本人に通知（５月下旬）

■応募手続き
奨学生願書・奨学生推薦書・学業成績証明書の写

し・世帯の収入がわかるもの

■申 込 期 限　４月３０日㈬

■申込先・問い合わせ
　教育委員会学校教育グループ　☎７２－１１１７

奨学生募集 !松 原 記 念
奨学金基金

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

ブックリサイクル市
　栗山町ふるさと文庫編集委員がボランティア
で聞き取りした、栗山人の歩みが語られた一冊
です。

【内　容】
〇戦争を経験したタクシー会社　栗山ハイヤーの歴史
　　 　　　・・・・猪熊 一成さん・猪熊 侑子さん
〇働くことを教えてくれた人たち
　　　　～栗山農協の事業拡張期を中心に～
　　 　　　・・・・卜部 康雄さん
〇ふるさと　越後のはなし
　　 　　　・・・・大原 月子さん
〇ふるさと栗山に帰って
　　 　　　・・・・倉島 一郎さん
〇丸一えちごや百十年
　　 　　　・・・・丸山 隆夫さん

【発　行】　栗山町教育委員会・栗山町図書館
※３月１１日㈫から図書館で無料配布します。
　館内での閲覧・貸出もできます。

栗山ふるさと文庫第12巻「絆」を発行

育メンおはなし会

　日　　時　３月８日㈯　10：00 ～ 13：00

　場　　所　図書館

　内　　容　推理小説・国語辞典・絵本・ビデオなど

　冊　　数　お一人 20 点まで（ビデオは 1 点）

　※本を入れる箱や袋をお持ちください

　子育て中のお父さんや子育て経験者、男子高校生

が読み聞かせをする楽しいおはなし会です。

　日　　時　３月１５日㈯　11：00 ～

　場　　所　図書館町民ギャラリー

　対　　象　幼児、小学生
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▼ 

昨
年
か
ら
９
回
に
わ
た
っ
て
栗
山

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ど
こ
の
少
年
団
に
訪
問
し
て
も
指

導
者
は
て
い
ね
い
に
指
導
、
上
手
く
な

り
た
い
と
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
や
さ
し
く
見
守
る
保
護
者
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
三
者
が
一
つ
の
ベ
ク

ト
ル
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
練
習
後
の

子
ど
も
た
ち
は
い
い
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
）

▼ 

私
は
町
外
出
身
で
す
が
、
既
に
人

生
の
約
半
分
を
栗
山
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
栗
山
歴
は
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

長
く
な
っ
た
分
、
栗
山
の
良
さ
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
良
い

と
こ
ろ
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
月
の
広
報
く
り
や
ま

で
は
私
と
同
じ
く
町
内
外
か
ら
栗
山
の

農
家
に
嫁
い
だ
お
嫁
さ
ん
た
ち
の
協
力

を
得
て
栗
山
の
魅
力
を
聞
き
出
し
ま
し

た
。
栗
山
の
魅
力
再
発
見
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
）

▼ 

我
が
家
に
は
愛
犬
の
ほ
か
に
、
ザ

リ
ガ
ニ
も
飼
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ザ
リ

ガ
ニ
は
不
思
議
な
種
類
で
、
雄
と
雌
の

性
別
が
関
係
な
く
、
1
匹
で
も
繁
殖
が

可
能
で
す
。た
い
へ
ん
生
命
力
が
強
く
、

水
槽
か
ら
脱
走
し
て
、
朝
に
半
分
乾
い

た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
も
水
槽
に
戻
す

と
元
気
に
復
活
し
ま
す
。
現
在
、
4
代

目
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

平成26年2月1日現在（　）内は前月比　
人口　12,897  人  （－29 ）

世帯数 6,015世帯（－22 ）男 6,006  人  （－12 ）
女 6,891  人  （－17 ）　449ｃｍ

人のうごき降った雪の量
（昨年は482ｃｍ）
※2月15日までの降雪量

くりやまウインターフェスティバル

ちひっこ広場

駅前通り商店街イベント広場で 2 月 1 日に
行われたちびっこ広場。長さ 30 メートルの
ジャンボ滑り台や、クリレンジャーショー、
宝探し大会、もちつき大会など、盛りだくさ
んの楽しいイベントが行われました。寒い中
でも子どもたちは元気いっぱいに冬のお祭り
を楽しんでいました。
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